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　21世紀初頭に開校する桂キャンパスは、かけがえ
のない地域環境を保持しつつ調和ある人類社会の持
続的発展に必要な新しい科学技術を創出し、社会に
貢献できる教育研究の実践フィールドでありたいと
願っています。
　また、桂キャンパスの基本理念として、地域社会
との融合を謳っており、御陵桂坂に展開するキャン
パス空間が新たなコミュニティを形成し育成する場
となることを目指しています。
� （「京都大学桂キャンパス開校に際して」広報『桂坂』97号より）

クラスターとは？
　キャンパスの散策マップからお分かりのように、
最大70m の高低差を利用して設置された、大きく
カーブを描く遊歩道（ヒルトップ・プロムナード）
が、御陵坂の斜面に散りばめられたように研究棟の
建つＡ、Ｂ、Ｃの３ブロックを貫通しています。こ
れらはまるで葡萄の房と茎のようです。「クラス
ター」とは葡萄の房を意味しており、各区画が「Ａ
クラスター、Ｂクラスター」と名づけられた理由は
ここにあります。バスの車窓などから見える、各ク
ラスターの入り口にあるロータリーに沿って置かれ
た、黒いボール状の物体は葡萄の粒を表しているそ

自然環境との調和・地域との融合

　京都大学は吉田、宇治の二つのキャンパスに加えて2003（平成15）年、
大学院工学研究科と情報学研究科の教育拠点として、桂キャンパスを桂
坂の御陵坂に開校しました。
　桂キャンパスの敷地の広さは桂坂小学校の約14倍あり、Ａ～Ｄの４つ
のクラスターで完成します。教・職員数500名　学生数1500名（平成21
年現在）です。（Ｄクラスターが完成すると教職員600名、学生2,500名
になる予定）ここは大学院生の施設のために、学部生は４回生のみ専門
の研究をするために通っています。こうした理由から、地域の皆さんは
よくご存知のように、キャンパス全体は学部中心の大学から見ると落ち
ついた雰囲気で、研究棟の部屋の灯りは夜遅くまでついています。

Ａクラスター　大学院工学科電気系・化学系
Ｂクラスター　本部・共通施設
Ｃクラスター　�大学院工学研究科地球系・建築系・物理系（平成24年

11月移転予定）
Ｄクラスター　大学院情報学研究科（未着工）

京都大学 桂キャンパス

　桂キャンパスの移転当時、京都大学総長補佐で
あった大学院工学研究科の西本清一教授は、その基
本理念とされるものについて以下のように述べてお
られます。
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うです。
　京都市内を展望できるこのヒルトップ ･ プロム
ナードは、勝手知った地元の人たちにとっては、五
山の送り火の時の人気スポットです。「地域社会と
の融合」を謳う基本理念のとおりに、このプロム
ナードはクラスターＡ・Ｂ・Ｃを縦貫し、しかも車
椅子でも無理なく往来可能な勾配を保ちながら、緩
やかな弧を描いて、近隣公園の御陵公園の横を通り
ます。私たち地域住民が、開かれたキャンパス内を
散策したり、カフェを利用したりすることを想定し
て作られた、地域との架け橋のような存在です。




